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■ジュニア駅伝男子：全国・県２位
◇１区：半澤 康（南中３年）◇２区：中村遼央（中川小６年）◇３区：伊藤優真（南中２年）
◇４区：増子 岳（南小６年）◇５区：村山元気（北中３年／全国・県区間賞）
■ジュニア駅伝女子：全国・県７位
◇１区：石山心菜（南中３年）◇２区：増子 碧（南小６年）◇３区：赤坂朋美（南中３年）
◇４区：渡邉舞莉（上山小６年）◇５区：五十嵐未咲（南中３年）
■小学生男子1,500m：全国・県７位　川合快采（南小６年）
■シニアA男子8,000m◇個人：６位　金塚洋輔　７位　櫻井 豊　８位　渡邉 貴
                                    ◇団体：２位　上山市陸協…金塚洋輔、櫻井 豊、渡邉 貴

おめでとうございます　市内選手の入賞者(敬称略）

標高1,000ｍを駆け抜ける

１2

４
１_走る楽しさに笑顔が浮か
ぶ／２_「頑張れ～！」沿道の
声援にも熱が入る／３_力強
く駆ける女性ランナー／４_
デッドヒートを繰り広げる宮
川中の３人。「負けないぞ！」

CROSS COUNTRY IN ZAO-BODAIRA
第13回蔵王坊平全国ジュニア駅伝競走大会
第21回山形県ジュニア駅伝競走大会
第43回蔵王坊平クロスカントリー大会

山本修二さん（東洋大/写真右）

　アップダウンが激しく、標高も高い厳し
いコースで、箱根駅伝にも活かすことがで
きると思いました。
　たくさんの人に応援してもらったことが
何より力になりました。

駅伝男子チーム
　優勝を目指してみんなで頑張った結果、
準優勝を勝ち取る良いレースができて良
かったです。

髙橋知好さん・紀美枝さん夫妻
　夫婦で全国のレースを走るのが趣味で
す。普段は平坦な道を走ることが多いの
で、クロスカントリーにもチャレンジ！楽
しく走り切ることができました。

駅伝女子チーム

　入賞を目標にしていたので、達成するこ
とができてうれしいです。みんなで襷をつ
なぐことができて楽しかったです。

ランナーたち
の声

Topic!

川合快采さん

　走っている間は苦
しかったけれど、自
分の力を試そうと最
後まで頑張りまし
た。その結果、入賞
することができてう
れしいです。

３



宮川中
井上晴翔さん

　７月３～５日、市内中学2年生214人による職場体験学習（キャリアスタートウィーク）が、市内86箇所の事業所で
行われました。
　分からないことだらけの“社会”の中で奮闘し、働くことの意義や社会でのルールなどを学んだ生徒たち。その様
子や感想の一部を紹介します。

名月荘

稲
毛
春
翔
さ
ん

笹
原
大
和
さ
ん

髙橋ひまりさん

伊藤詩乃さん

後藤祥真さん

大澤拓人さん

武田実祈さん 土田彩音さん

有限会社木村観光果樹園
（写真左から）武田千輝さん、髙橋昂世さん 丹野翔太さん

安達乙稀さん

北中

市社会福祉協議会

認定こども園上山幼稚園・アイキッズ
エスティーオート山形

セブンイレブン
上山矢来店

初めての“仕事体験”から

「気づく」「学ぶ」「将来に活かす」
－キャリアスタートウィーク－

南中●どんな人にも同じ目線で接することが大切だと学びました。これからは、
困っている人がいたら声をかけるなど、優しい気持ちを持って日常生活を過
ごしたいです。（伊藤詩乃さん）
●どの仕事もとても大変で、“これが働くということなのか”と感じました。
体験中、あいさつの大切さを特に学びました。これからは、誰にでもしっかり
あいさつすることを心掛けたいです。（笹原大和さん）

TOPIC

中学生を迎え入れて～体験先事業所のみなさんの声～

　生徒たちから、「人と人と
の関わりが重要」「同じ目線
に立って活動することが大
切」など、とても頼もしい感
想を聞くことができまし
た。
　この経験を活かし、「思い
やりの心」をもって人と接
してほしいです。

市社会福祉協議会

　今回、初めて体験先事業
所として協力させていただ
きましたが、中学生の生き
生きと働く姿に、こちらが
力をもらいました。
　お客様の喜ぶ顔を思い浮
かべながらサービスを提供
する喜びを、少しでも感じ
てもらえたら嬉しいです。

エスティーオート山形

　収穫から接客まで、様々な
体験をしてもらいました。
　初日は恥ずかしがってい
ましたが、３日目には大きな
声でのあいさつや、お客様と
の会話もできていました。
　今回の体験を活かし、色々
なことに挑戦してほしいで
すね。

㈲木村観光果樹園

●子どもたちに「人としての基礎」を学んでもらうため、保育士さんは優しい
だけでなく、時には厳しくも接していたのが印象的でした。後輩たちへの接
し方などにも活かしていきたいです。（武田実祈さん）
●真面目に仕事に取り組みながらも、時には楽しく作業されるみなさんの姿
が心に残りました。洗車を終えた車を見ると自分も気持ちが良く、仕事の楽
しみややりがいを感じました。（後藤祥真さん）

●品出しやレジなど、仕事の種類の多さに驚きましたが、お客様からの「頑
張って」の声に、嬉しさ・やりがいを感じました。これから、あいさつや言葉遣
いをより大切にしたいです。（安達乙稀さん）
●収穫や接客など、様々な仕事を体験させていただき、明るいあいさつや会
話が、よりよい仕事を生むと分かりました。この経験を活かし、将来のことを
じっくり考えたいです。（武田千輝さん）

２４５



～かみのやま東西南北～
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さらなる市勢発展のために
国へ要望書を提出

　７月26日～27日、横戸市長が、総務省、文部科学省など
を訪問し、市の社会基盤整備や重要事業施策の推進に向
けた国の支援について、要望書を提出しました。
　内容は▽子育て世代の保育料負担軽減▽ナショナルト
㆑ーニングセンター高地ト㆑ーニング強化拠点施設の指定
更新▽ヘルスツーリズム認証制度の普及促進など、計17項
目。各省庁から理解が示されたほか、本市が抱える課題の
解決や、発展に向けた意見交換が行われました。

Pick-Up 01

※林 芳正文部科学大臣（写真右）に要望書を手渡した。

インフラ整備のさらなる進展に向けて
東北大学との共同研究による実証実験を開始

　東北大学大学院工学研究科インフラマネジメント研究セ
ンター（久田 真センター長）が、本市内の橋梁などの長寿
命化を図るため、同センターが新たに開発した補修工法に
よる実証実験を開始します。
　８月８日、実験に先駆けて、久田センター長らが市役所
を訪れ、計画について説明。横戸市長は「協定がゴールで
はない。これからも協力し、切磋琢磨していく」と述べまし
た。　※同センターと市は、平成26年に「社会基盤を支え
るインフラマネジメントに関する協定」を締結しています。

Pick-Up 02

ありがとうございます

　本市と「上山型温泉クアオルト活用包括的連携に
関する協定書」を締結している同社から、クアオルト
健康ウォーキング参加者のさらなる健康づくりに役
立ててほしいと、フィットネス遊具が寄附されました。

損保ジャパン日本興亜
ひまわり生命保険株式会社

（大場康弘 取締役社長）

　東京都杉並区の区議会議長を務められた齋藤
さんから、人材育成として本市の図書購入に役立
ててほしいと、10万円が寄附されました。

齋藤常男さん
（東京都／本市出身）

チーム山形
（伊藤誠二 会長）

　卓球・ラージボールの振興に役立ててほしい
と、卓球フェンスやデスクなど、17点の備品が
寄贈されました。

９月９日は救急の日
応急手当講習会を開催します
■日時　９月９日（日）午前９時～正午
■場所　市消防本部
■内容　普通救命講習Ⅰ（心肺蘇生法・AED取扱い・
異物除去法・止血法）
※動きやすい服装で参加ください。講習会終了後、修
了証が交付されるほか、人工呼吸用携帯マスク・三角
巾が配布されます。
■参加料　無料
■申込期限　９月８日(土)

◎救急車同乗実習について
■期間　９月13日(木)まで　※土・日・祝日を除く。

　山形大学医学部学生の
救急車同乗実習のため、
救急出動時に、学生が救
急車に同乗します。
　ご理解とご協力をお願
いします。

上山のいいところは
果物が美味しいところ！
趣味はキャンプ、
天体観測です｡

よろしくお願いします！

　８月１日、地域おこし協力隊員として豊島篤志
さん（兵庫県高砂市出身）が着任しました。
　主に、有害鳥獣に関する市民のみなさんからの
相談、追い払いや捕獲などに携わります。       
　豊島さんは「市内の農業被害を減らせるように
精一杯頑張リます」と意気込みをみせます。

戦没者を偲び、恒久の平和を祈る
平成30年度戦没者追悼式

　７月18日、「平成30年度戦没者追悼式」がしめやかに営
まれました。参加した遺族や関係者など約130人は、黙とう
や献花などをとおし、戦没者の冥福と、世界の恒久平和を
祈りました。
　席上、上山市遺族会会長の木村佐武郎さん（原口）は
「上山からも多くの人々が出兵し、命を落とした。その犠牲
のもとに今の社会があることを感謝し、二度と戦争が繰り
返されないよう次の世代に語り継いでいく」と誓いました。

Pick-Up 03

　　　地域おこし協力隊員が
　　　着任しました‼
新！

豊島篤志さん
Atsushi Toyoshima

■申込み・問合せ　市消防本部☎672-1190



　フリーライターとして活躍する本市出身の山川 
徹さんが『カルピスをつくった男 三島海雲』を刊
行しました。
　三島海雲の生涯を辿りながら、彼の「国民利福」
の考えは、現代にこそ必要だと記しています。
　市立図書館では、山川さんを含めた８人を紹介
する「郷土ゆかりの文筆家コーナー」を設置してい

ます。ぜひご覧ください。

　斎藤茂吉記念館（秋葉四郎館長）は、開館50周
年記念事業の一環として、このたび「茂吉短歌か
るた」を作成し、秋葉館長から市内小・中学校に
贈呈されました。
　秋葉館長は「歌を詠むだけでなく、かるたを
使って、より短歌に触れ合っていただくことで、
茂吉が生涯で感じたことが子どもたちにも伝わっ
てほしい」と期待を寄せました。

故郷の偉人にさらに親しむ
8月6日 『茂吉短歌かるた』贈呈式

上山市出身の作家、渾身の一作
『カルピスをつくった男 三島海雲』6月1日

１_スマイル☆市民花火が、上山の夏の
夜を彩る／2_懐かしの「昔遊び」も、
子どもたちにとっては新鮮！／3_幅広
い世代が楽しめる「ＮＥＷスポーツ」
体験にみんな夢中！／4_「かみのやま
deジョブっちゃお」には市内18事業所
が協力。参加者たちは「たくさんの仕
事を体験できて楽しかった」と笑顔を
見せた

みんなでつくる、みんなの笑顔
スマイルプロジェクト☆かみのやま

　市民総合運動公園を主会場に「スマイルプロ
ジェクト☆（きらり）かみのやま」が開催され、
多くの来場者が上山の〝夏〟を楽しみました。
　市民からの募金や、ボランティアなどによる
「市民協賛・参画型」で開催される本イベントは
今年で９回目。恒例の「市民花火」をはじめ、昨
年好評だった「かみのやまdeジョブっちゃお～か
みのやまのお仕事を体験しよう～」、新たな企画
として最新のスポーツを体験できる「スマイルＮ
ＥＷスポーツ」、駒遊びなどの懐かしい遊びが楽

しめる「昔遊びでスマイル」など多彩な企画が行
われました。
　主催した公益社団法人上山青年会議所の多田
弘人理事長は「『地域一体となって上山を盛り上
げたい』と続いてきたイベント。今年も多くの事
業者や高校生などの協力のおかげで開催するこ
とができた」と感謝し、「10回目の開催となる来
年は、企画段階から学生のみなさんの意見を取り
入れるなど、イベントをさらにパワーアップさせ
たい」と力を込めました。

▶297点もの応募があったキャラクター
コンテスト。最終選考に残った３体で
投票が行われ、見事「ゆたろう」（右）
が最優秀賞に選ばれた。

２ ３
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7月28日

　市総合子どもセンターめんごりあで『なかよし
広場～夏祭りイベント～」が開催され、会場はた
くさんの親子の笑顔であふれました。
　子どもみこしや盆踊り、火勢太鼓のみなさんの
演奏や体験、お面づくりや水ヨーヨーすくいなど
に子どもたちの瞳はキラキラ！「お面、上手にで
きたよ！」「きれいな色の水ヨーヨーゲット！」と
元気いっぱいに過ごしました。

たのしい夏♪はじける笑顔！
8月9日 めんごりあで夏祭り

　相生地区のホップ畑を会場に「かみのやまビール
フェスタ！」が開催され、約40人の参加者が生ホッ
プ入りのビールなどを堪能しました。
　農業者有志で結成する上山若手農業者会（杉山
拓真代表）が、農作物のPRや農業者と参加者との
交流の場をつくり、地域農業の活性に繋げようと開
催。訪れた人は「ホップを眺めながら、目と舌で味わえる
貴重な体験ができて嬉しい」と顔をほころばせました。

若手が起こす、まちの新しい風
第１回かみのやまビールフェスタ！7月28日

きらり



　　　「住宅・土地統計調査」って何？
　
　住宅・土地統計調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査です。全国約370万世帯を対象に、
住宅の建て方や規模・設備などの住宅の様子、そこに住む世帯の状況、住宅・土地の保有状況などを調
べます。
　調査結果は◇「住生活基本計画」や「公営住宅建設計画」の策定◇高齢社会のバリアフリー化の促進
◇耐震改修工事促進の助成制度など、住生活に関する様々な行政施策の基礎資料として利用されます。

 問合せ　庶務課　内線284

　　　調査の流れ

統計調査員が世帯などの確認を行い、対象調
査単位区（国が指定する市内104調査単位区）
にチラシを配布します。

９月上旬

調査員が対象世帯を訪問し、生計を別にする同
居世帯の有無を確認します。
【未回答の場合】
◇インターネット回答推進用チラシを配布します。
◇郵送、調査員への手渡しでの回答に対応する
ため、調査票と郵送も可能な封筒を配布しま
す。

対象世帯を無作為に抽出。
（１つの調査単位区から17世帯が抽出される）

対象世帯に、インターネット回答用の調査書類
を配布します。（ポスティング）

９月中旬

９月下旬

10月1日
「住宅・土地統計調査」を実施します

10月8日まで
回答をお願いします



９月10日（月）～11月16日（金） 午前8時30分～午後５時（夜間開放）

の
う
か
つ
け
ん
こ
う



（休憩60分）

（休憩60分）



家電販売、
電気工事など、
ご相談承ります。

家電販売、
電気工事など、
ご相談承ります。





A Town to Nourish Body and SoulVol.21

　現在、全国10自治体で組織する「日本クアオルト
協議会」において、本市とともに立ち上げ当初から
一緒に活動し、また、約20年前からまちづくりなど
でも非常に交流が深い大分県由布市。
　その由布市で７月28日～29日、「2018ゆふいん
音楽祭」が開かれました。上山市でもこれまで３
回、毎年３月に「上山音楽祭“ル・シャトーかみのや
ま”」が開催されており、音楽監督を務める中木健二
さん（チェロ／東京藝術大学准教授）と、ゆふいん
音楽祭を手がける河野文昭さん（チェロ／同大学教
授）が親交が深いこともあり、今回初めて中木さん
と共に歴史ある音楽祭を肌で感じてきました。

約40年の歴史とともに、
手作りによる心温まる演出

　ゆふいん音楽祭は、昭和50年に発生した大分県
中部地震からの復興を目指してスタートし、途中、
一時中断するものの、先の熊本地震による由布市内
宿泊施設などへの大きな被害から、住民らが復興に
向かう元気な姿を発信しようと平成28年に復活。室
内楽を中心としたコンサートです。
　約200人を収容する湯布院公民館ホールを会場
に、世界で活躍する演奏家５人が、２日間で計３回
のコンサートを実施しました。音楽愛好家や若手観
光関係者など地元ボランティアに加え、「由布院が
好き」との想いから、首都圏や他地域の音楽祭関係
者など市外・県外からの協力者も多いのが特徴で
す。ステージ上にお手製の反響板を設置したり、写
真展を開催したり、最終コンサート時には地元のス
イーツや飲み物を用意し、参加者同士が交流できる
ティーパーティーを行ったりと、企画から運営まで
すべて手作りで心温まる内容でした。

来年３月に「第４回上山音楽祭」を開催、
上山スタイルの音楽祭を目指して…

　「音が会場に流れた瞬間、由布院盆地の空気が
変わったのを感じた」、「自分たちが幼い頃、音楽
祭に聴きに来た思い出があり、若い親世代が、子ど

由布院盆地に素敵な
音色が響いた

「2018ゆふいん音楽
祭」

もには“本物の音”に触れさせたいと考えている」な
どと、来場者は話していました。
　実際に音楽祭を体験して、会場には子どもたちの
姿も多く、若い世代の保護者が子どもを連れて音楽
を聴きに行くのが自然になっているのが、特に印象
的でした。また、“クアオルト”というしっかりとした
理念の下、地域に根ざしながらも、外の力をうまく
融合させている由布院スタイルの仕掛け方を体感し
てきました。単なる人集めのためではなく、一つの
イベントを通じて、由布院の姿を外に見せていく、
自分たちも地域と向き合う、次の世代に由布院スタ
イルを引き継いでいく…といった部分が本物だと思
いました。
　上山音楽祭は、「音楽を奏でる喜びを地域の人々
と分かち合う」というコンセプトで、将来有望な若
手演奏家を集めて開催しており、次回は平成31年３
月下旬に10日間程度の開催を予定しています。現在
実施している、市内小学校を訪問してのコンサート
に加え、より多くの子どもたちに本物の音に触れて
もらう工夫のほか、市民のみなさんの関わりをより
増やしていく仕掛けなど、開催に向けて同実行委員
会内でも知恵を絞っていきます。
　さらに、将来的には、「ゆふいん音楽祭」と「上
山音楽祭」とのコラボレーションなども夢見なが
ら、今回の体験を通し、参考になる部分を早速取り
入れ、上山スタイルによる、しっかり地域に根ざし
た音楽祭にしていきたいと考えています。

（クアオルト推進室　室長・佐々木慶）

地元店舗のスイーツ13品によるティーパーティーで参加者
同士が交流

由布院スタイル♪地域に根ざした音楽祭
７月28日～29日「2018ゆふいん音楽祭」





編集後記
今日の散歩道

▽キャリアスタートウィークを終えた生徒たち
からは「あいさつの大切さを学んだ」という声
が多く聞こえました。▽広報の体験にやってき
た生徒と一緒に回った取材を思い返すと、私も
“見本”とばかりに元気にあいさつ。▽中学生の
勉強だけでなく、大人が自分の働き方を見つめ
直す機会にもなりました。（佐藤）

▽クロスカントリー大会を取材。走り終えたラン
ナーたちの「苦しかった」という言葉と対照的な
「清々しい笑顔」が印象的でした。▽沿道から
は顔をゆがめながらも選手を後押しする多くの
声援。その様子に心打たれ、カメラを向けなが
ら、気づけば私も心の中でエールを送っていま
した。（加藤)

➡次号(お知らせ版）は９月14日発行です。

●ふれあい相談　☎673－2750
◆一般相談（木曜日）午前9時～午後3時
　9月６日・13日・20日・27日
　10月4日・11日・18日・25日
◆無料法律相談（木曜日） ※要予約。
　9月6日、10月4日　午後1時～4時
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　社会福祉協議会　☎673－2750
●教育相談　☎672－1111
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所　教育相談室（市役所3階）
　問合せ　学校教育課　内線309
●行政相談　☎672－1111
　9月11日  午後1時30分～4時
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　市民生活課　内線124
●交通事故相談　☎630－3047
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所・問合せ　県庁1階交通事故相談所

今月の相談日（９月・10月）

荒町川の美化活動
参加者募集
　荒町川の清掃とホタルブロックに花を植栽しま
す。美化活動を地区民と行う「フラワーオーナー」
も募集中です。みなさんの参加をお願いします。　
※開始時間にご注意ください。

■日時　9月9日（日）午前６時30分～８時
■場所　御　橋前（栗川橋上流）
■持ち物　軍手、移植べら、シャベル、土や肥料を
運ぶバケツ

問合せ　長岡医院・長岡　☎672-0308

大商業祭「駅前黄金市」開催

第30回羽州街道飛脚駅伝大会
参加チーム募集

金原勇人さん
ウッディファーム＆
ワイナリー
醸造・営業担当

③ピノ・ノワール　　　　　　　　
…酸味が多めで繊細な味わい。　　
④マスカット・ベーリーＡ　　　
…酸味が控えめで甘いベリーの香り。

　カベルネ・ソーヴィニヨンを飲んで、重
いと思ったら、ピノ・ノワールのワインを
試してみてください。もし、カベルネ・ソー
ヴィニヨンが気に入ったら、メルローも試
してみましょう。
　マスカット・ベーリーAのワインは渋み
が穏やかで親しみやすく、ピノ・ノワー
ル、メルロ－、カベルネ・ソーヴィニヨン
の順で濃厚な味わいの赤ワインになる傾
向があります。

前回（８月１日号）に続き、ワインぶどうの
代表的な品種を紹介します！
　今回は赤ワインに使われる黒ぶどう４
品種です。

①カベルネ・ソーヴィニヨン　
…力強い香りでタンニン（渋みのもと）が
多め。赤ワインの王道。
②メルロー　　　　　　　　　　　
…果実味が豊富。まろやかで口当たりがい
い。　 濃厚さっぱり

④ ③ ② ①

かみのやま草屋根プロジェクト「道具から見る茅葺展」
　市内で収集した茅葺にまつわる道具の展示を行います。
　茅葺の作業映像や道具の説明、逸話の紹介も行います。
ぜひ足をお運びください。

■日時　９月１日（土）～７日（金）　午前10時～午後５時　
■場所　長屋門ギャラリー

問合せ　生涯学習課　内線314

「ひとり親家庭交流会」参加者募集 一般財団法人自治総合センター
平成3１年度コミュニティ助成事業
補助金の募集
　地区会などが実施する活動に必要な施設や、設備・備
品などに関する事業に対し補助します。
※この補助金は、宝くじ普及広報事業です。

■対象　地区会、自主防災組織などの団体
※例年、補助申請を９月中旬頃に行っています。申請され
る場合は、お早めに問い合わせください。

問合せ　市政戦略課　内線227

■日時　10月７日（日）午前10時～午後３時
■場所　リナワールド
■内容　◇午前…研修・交流会（ひとり親家庭支援制
度・母子会活動の紹介など）　※子どもは園内自由行
動。◇午後…親子交流（園内自由行動）
■対象・定員　県内のひとり親家庭・先着60世帯　
■参加料　◇子ども1,000円（３歳～中学３年、３歳未満
無料）◇大人1,500円
■申込期限　９月18日（火）

申込み・問合せ　県母子寡婦福祉連合会事務局
☎633-0962　    633-0961　

　状箱を担いだ飛脚となって、駅伝方式で関根地区か
ら赤山地区までの約８㎞を駆け抜けます。仲間と一緒に
羽州街道を走ってみませんか。
■日時　９月30日(日)午前８時50分スタート
■コース　主要地方道上山七ヶ宿線（関根地区スター
ト・赤山地区ゴール）
■チーム構成　１チーム11人
※性別・年齢は不問。笑いを運ぶような、仮装での参
加も大歓迎。
■定員　13チーム
■参加料　無料　※事故やケガなどによる保険は、
参加チームで加入。
■申込方法　９月11日(火)までに、電話またはＦＡＸで

問合せ　本庄地区公民館　☎・     674-3302
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